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＜いか関連 ５／１０～ 新聞記事の概要（抜粋）＞ 

みなと新聞（５月１７日） 

生鮮スルメイカ７割減１７トン １～１２日 石川で小型イカ釣漁開始 

 【石川】１日から石川県沿岸で釣によるスルメイカ漁が始まった。１７日、

同県内主要港の小型イカ釣による生鮮スルメイカ水揚げ状況を発表した。１～

１２日の水揚量は前年同期比７２％減の１７トンだった。過去５年平均も７

８％下回った。漁場は金沢・西海沖だが、「本格的な漁場はまだ形成されておら

ず、操業隻数も少ない状況」（同センター）。１箱当たりの入り尾数別は、３０

尾入りと４０尾以上入りの割合が前年および過去５年平均よりも低く、小型サ

イズが少ない。「日本海を北上する成長途中の群れの来遊が遅れていると考えら

れる」と説明している。（石川県水産総合センター） 

みなと新聞（５月１７日） 水産経済新聞（５月１８日） 

スルメイカ漁３月３割減 生鮮、冷凍とも不調 全漁連まとめ （図１）

ＪＦ全漁連によると、３月の国内のスルメイカ水揚量（生鮮・冷凍含む）は

前年同月比３２％減の７８３トンだった。うち生鮮物は３２％減の４６４トン。

冷凍物は３３％減の３１８トンとなった。生鮮物では日本海地区で２１％減の

２０６トン、九州地区で４１％減の２４５トンにとどまったことが全体の数量

減に直結した。生鮮物の平均キロ単価は前年同月比２円高い５９６円だ。 

 冷凍物は主力の青森・八戸が２５％減の３０８トンで、さらに日本海地区が

８４％減の９トン。冷凍物の同単価は３５％安くなり６７３円だった。 

水産経済新聞（５月１８日） 

北太平洋アカイカ漁 中型５隻減、２７隻で操業＋１隻大型船 

需要の拡大が課題 

【八戸】今期の北太平洋アカイカ漁に従事する中型船は２７隻（△５隻）＋１

隻大型船 

となる見通し。水揚げは２年連続で好漁であるが、需要が追い付かず前年比の

２割安（３６７円／ｋｇ）とダウン、販路開拓が課題となっている。 

水産経済新聞（５月１９日） 

AR 松イカ入札軟調 飼料向けの需要低下 

１７日入札で１箱（約１３ｋｇ入）５，２３０円と価格は昨年の３割ダウン。 

ＡＲ船が搬入した１，８２５箱で魚体は２５０ｇ前後が中心。１～４月の漁獲

量は１１．３万トンと順調。 
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（図１） 

 

 

水産経済新聞（５月２８日） 

AR 松イカ ６年ぶりの好漁 最終５０～６０万トンか 欧州の需要弱く相場軟

調 

ＡＲや中国の漁獲で昨年を上回るペース（３割増）で、５０万トンを上回る見

通し。 

これは２０１５年以来の６年ぶり。一方、相場は弱気配で国内の引き合いも決

して強くはない。これは外食筋がコロナの影響を受け不振であることと、加工
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原料としても、産地表示変更の手間やコスト的にもスルメイカからのシフトは

進んでいないという。 

２００～３００ｇで、昨年より３割安となっている。 

 

水産経済新聞（５月３１日） 

大和堆に中国漁船急増 昨年の６倍 ３２０隻 イカシーズンを前に 

２０２１年に入り大和堆周辺海域などで退去勧告を行った外国漁船が延べ３２

０隻、昨年同期比の約６倍に達している。２１年に退去勧告した外国船は現時

点すべて中国籍であるとした。水産庁は周年配備の取締船に加え、イカ釣り漁

期の前の５月からさらに取締船を重点配備し、海上保安庁とも連携しながら警

戒活動を行っている。 

 

みなと新聞（６月１日） 水産経済新聞（６月２日） 

いか釣り協 ロシア水域操業を再開 ＩＵＵ対策に力 赤いかの豊漁に期待 

全国いか釣り漁業協会は５月３１日、東京都内で定時総会を開き、今年度もス

ルメイカ凶漁への対応を続ける方針を確認した。政府への外国船の違法・無報

告・無規制（ＩＵＵ）漁業対策要請、ロシア水域への出漁再開、アカイカを狙

うための関係者との情報交換などを進める。 

 一昨年以降見合わせてきたロシア水域の漁を今年は再開。「コストに見合う漁

獲が得づらいと言われてきたがそうも言っていられない。漁場が使えれば、若

干のサポートにはなるかと」と期待する。アカイカ資源を有効活用するため、

水産研究・教育機構などに資源開発調査や国際的な資源管理の実現を要請。い

か釣り協会としても、大型イカ釣り船の協力下でアカイカの漁場調査を行う。 

 

みなと新聞（６月１日） 

スルメイカ分布前年超 能登半島から大和堆 石川県が調査 

【石川】石川県水産総合センターは５月１１～１５日にかけ、調査船白山丸で

イカ釣調査を実施した。調査海域は能登半島沿岸から大和堆にかけての日本海。

「５月の日本海沖合のスルメイカの分布量は、前年および過去５年平均を上回

っている」とした。 

 ＣＰＵＥは、大和堆南西付近の操業点で３３・６～４５・９尾と高く、これ

らの海域にスルメイカが多く分布していることが分かった。北緯３８度以北の

日本海沖合では平均ＣＰＵＥは１９・９尾で、前年同期平均の９・８尾および

過去５年の同期平均１３・８尾を上回った。スルメイカの魚体サイズを表す外

套長の平均値は１８・７センチ。前年（１７・６センチ）および過去５年平均

（１７・５センチ）よりやや大きめだった。 
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みなと新聞（６月１日） 

生鮮スルメイカ半減７１トン 石川県５月１～２０日 魚場形成に遅れ 

【石川】石川県水産総合センターは１日、門前、西海、金沢など同県主要港の

小型イカ釣による生鮮スルメイカ水揚げ状況を発表した。５月１～２０日の水

揚量は前年同期比５５％減の７１トンで、過去５年平均も７２％下回った。１

箱当たりの入り尾数別の箱数割合は、３０尾入りと４０尾以上入りの割合が前

年と過去５年平均よりも低く、小型サイズが少ない。同センターは「日本海を

北上する成長途中の群れの来遊が遅れていると考えられる」と説明する。 

 

みなと新聞（６月２日） 水産経済新聞（６月２日） 

スルメイカ「分布非常に低密度」 函館水試が日本海北上期調査 

 【函館】北海道南部で１日、スルメイカ漁が解禁した。道立総合研究機構函

館水産試験場が５月２８日に発表した日本海スルメイカ北上期調査結果による

と、分布は非常に低密度で、全漁獲調査点の平均ＣＰＵＥは前年および過去５

年平均を下回り、サイズも同様に小さかった。 

 調査で漁獲されたスルメイカの外套長の範囲は１１～１５センチ（前年１０

～１６センチ）で、前年よりも小型の比率が高かった。また、最多漁獲サイズ

（モード）は前年と同じで、過去５年平均より小さい１４センチだった。 

 

 
 

 

みなと新聞（６月３日） 

カナダマツイカ４年で７倍 スルメイカ韓露増え５％増 

 ＦＡＯによると、スルメイカ２０１９年世界漁獲量は前年比５％増の１０万

３９９２トンだった。主要漁獲国のうち日本は１１％減の４万２３００トンに

とどまったが、韓国は１２％増の５万１８１７トン、１３年から漁獲が目立つ
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ロシアは、前年比約２倍の９８７５トンと伸長した。アメリカオオアカイカは

５％増の９３万９２３７トンで３年連続の伸長。うち、ペルーが４５％増の５

２万６９０２トン、中国が４％減の３３万１２１２トン、チリは６割減の５万

８０７１トンにとどまった。集計には北太平洋アカイカは含まない。 

 アルゼンチンマツイカの漁獲量は１７％減の２４万９２６０トンだった。う

ち中国が４％減の１０万７４１トン、アルゼンチンが１１％減の９万６２６５

トン。カリフォルニアヤリイカ（カリフォルニアロリーゴ）は３８％減の２万

２８９１トンとなった。カナダマツイカは４年間で６・６倍の２万８５６３ト

ンに増えた。近年、日本が積極的に買い付けている。 

 

みなと新聞（６月４日）  

主要魚種不漁 最終検討会で水産庁 複数漁法へ対応船必要 

水産庁は４日、東京都内で「不漁問題に関する検討会」の最終となる第４回

会合を開き、検討内容を取りまとめた。気候変動などで主力魚種の一部が減っ

ているとみられることから、１つの漁船で複数漁法に対応できる操業形態など

弾力性のある漁業経営への転換の必要性を指摘。漁業許可制度や漁船サイズ規

制などの見直しも必要とした。特定の魚種だけに頼っている漁法は、対象魚種

が減った際に対応できないため、１隻の漁船で複数の漁法や対象魚種を持つな

ど弾力性のある漁業経営に転換が必要。１隻で複数漁業種のできる多目的（マ

ルチパーパス）漁船についてモデルとなる操業形態を示し、漁業許可制度につ

いても弾力性の検討を始めるべきとした。 

 

みなと新聞（６月７日）  

船凍アカイカ ２６隻が着業、出足低調 北西太平洋 序盤大中サイズ中心 

北西太平洋における船凍アカイカ夏漁が５月に出港し、各船が操業中だ。今

期漁は主力の八戸港所属船をはじめ、函館、小木、大畑など計２７隻が着業す

る。現在、漁場で操業しているのは２６隻。１隻は遅れて操業を開始する予定

だ。日本海の船凍スルメイカも今月に入ってから操業を開始した。 

 

みなと新聞（６月７日）  

冷凍スルメイカ類４月輸入８％増 ６４００トン 中国減もペルー、露から急

増 

貿易統計によると、冷凍スルメイカ類（マツイカ類、アメリカオオアカイカ

含む）の４月の輸入量は前年同月比７・６％増の６４０４トンだった。３カ月

連続で前年同月を上回った。平均キロ単価は１２％安の４４８円となった。輸

入の約半数を占める中国は５・２％減の３２４０トン。ペルーからは５２・３％

増の１５６３トン、チリからは１８・１％減の７４８トン、ロシアからは５・

３倍の５２９トンとなった。 
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アカイカの４月の輸入量は前年同月比１１％減の４２２トン、キロ単価は

４％高の５９５円だった（全量中国）。１～４月の輸入量は前年同期比７％減の

１２４２トンにとどまり、平均キロ単価は２％高の５９４円となった。 

 

 

 

- 6 -



食品衛生法が改正されました

●食品衛生法は、飲食による健康被害の発生を防止するための法律です。
●食を取り巻く環境の変化や国際化などに対応して食品の安全を確保するため、

平成30年に改正を行いました。周知や経過措置の期間が終了し、令和３年６月１日か
ら完全施行します。

●営業許可申請、営業届出、リコール情報の報告はオンラインでの手続が可能です。
（詳細は裏面）

“HACCPに沿った衛生管理”を制度化

“営業許可制度”の見直しと“営業届出制度”の創設

一般的衛生管理に加え、HACCPに沿った衛生管理の実施を、原則として全ての食品等事業者
に求めます。衛生管理計画を作成し、実施状況の記録を保管してください。

小規模営業者等は、厚生労働省ホームページで公表している手引書を参考に、簡略化したアプ
ローチで取り組むことができます。

営業許可制度の見直し
食中毒等のリスクや、食品産業の実態を踏まえ、営業許可が必要な業種の見直しを行いました。

既存の営業者には業種に応じて、経過措置があります。

食品等の“リコール情報”の報告を義務化

営業者が食品等の自主回収（リコール）を行う場合に、自治体を通じて国へ報告する仕組みを
作り、リコール情報の報告を義務化しました。営業者は、回収に着手した旨、回収の状況を所管
の自治体に届け出なければなりません。

届出された情報は一覧化してホームページ等で公表されます。

令和３年６月１日施行

食の安全のために

ハ サ ッ プ

HACCP（ハサップ）
原料の受け入れから製造・調理、製品の出荷までの一連の工程や貯蔵、販売において、食中毒などの健康被害

を引き起こす可能性のある危害要因を科学的根拠に基づいて管理する方法

食品等事業者の皆さまへ

経過措置（例）
・令和３年６月１日時点で営業している営業者の方は令和３年11月30日までに届出を行う必要があります。

経過措置（例）
・新たに営業許可業種となる業種の営業者で、令和３年６月１日時点で営業している営業者の方は、営業許可の

取得に３年の猶予期間があります。
・既存の営業許可は期限まで有効です（下記の届出業種となる場合は届出不要です）。

営業届出制度の創設
HACCPに沿った衛生管理の制度化に伴い、食品等事業者を把握できるよう、営業の届出制度

を創設しました。
「許可営業」と「届出対象外営業」以外の営業を営んでいる場合には、管轄の保健所に営業

届出を行ってください。なお、許可営業者が届出営業も営む場合にも届出が必要です。
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食品衛生申請等システムの利用方法

iPhone（Safari）の場合
ツールバーのAボタンをタップし、「デス
クトップ用Webサイトを表示」をタップす
るとPC用ページが表示されます。

① 上記URLまたはQRコードから食品衛生申請等
システムにアクセス

【システムに関するお問い合わせ】
厚生労働省のホームページに記載のヘルプデスクにお問い合わせください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/index.html

■担当者基本情報
氏名、住所、連絡先等

■食品等事業者基本情報
会社名、住所、連絡先等

または

② 目的の項目を選択① ログインIDとパスワードを入力し、ログイン
※表面に記載のURLまたはQRコードからアクセス

④ 申請（届出）
※ 届出の内容について、管轄の自治体から

問い合わせをすることがあります。

【URL】
https://ifas.mhlw.go.jp/faspte/page/login.jsp

PCでのアクセスを推奨します。
スマートフォンの場合は、右の画面が出ますので、PC画面が確認できるようにスマート
フォン用表示をデスクトップ用表示に切り替えてください。

Step 0 食品衛生申請等システムへアクセス

Step 1 食品等事業者情報登録（初回のみ）

Step 2 各種申請（届出）の手続き方法

③ 必要情報を入力

ＧビズIDは、１つのID・パスワードで様々な行政サービスにログインできるサービスです。
通常のアカウント作成を選択すると、他の行政サービスでは利用できませんので、G ビズIDの取得を推奨します。

ＧビズIDまたは食品等事業者のアカウントを作成し、IDとパスワードを取得します。

③ 必要情報を入力し、登録

② ＧビズIDの作成またはアカウント作成を選択

Android（Chrome）の場合
Chrome から目的のページを開き、右上にある
三本線のボタン[メニュー]ボタンをタップしま
す。「PC版サイトを見る」で切り替えます。
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● 食品等の自主回収をしたらすべて必ず届出が必要ですか？

届出が義務づけられる自主回収は以下の場合※です。
・大腸菌による汚染や硬質異物の混入等（食品衛生法違反または違反のおそれ）
・アレルゲンや消費期限等の安全性に関係する表示の欠落や誤り（食品表示法違反）
※ 食品衛生上の危害が発生するおそれがない場合として厚生労働省令・内閣府令等で定めるときを除きます。

法律上の問題のない単なる商品の入れ間違いなどの情報は、行政が事故情報として把握・公表する理由
に乏しく、むしろ健康被害に結び付く情報を埋没させる懸念があることから届出の対象としていません。

改正食品衛生法と改正食品表示法に基づき、食品等の自主回収（リコール）を行った
場合、管轄の自治体へ届出することが義務化されます。

■届出義務化の時期 令和３年６月１日から
■届出方法 原則オンライン上のシステムを使用（詳細は裏面）
■届出情報の取り扱い 国のシステムで一元的に管理され、公表されます。

食品表示企画課
〒100-8958 東京都千代田区霞が関3-1-1
中央合同庁舎第4号館
電話 03-3507-8800（代）

令和３年６月１日から
食品等の自主回収を行った場合の届出が義務化されます！

●食品衛生法違反または違反のおそれ
（１）食品衛生法に違反する食品等

腸管出血性大腸菌により汚染された生食用食品、アフラト
キシン等発がん性物質に汚染された食品等。

（２）食品衛生法違反のおそれがある食品等
違反食品等の原因と同じ原料を使用している、製造方法、
製造ラインが同一であることで汚染が生じている等として
営業者が違反食品等と同時に回収する食品等をいうこと。

●食品表示法違反
アレルゲンや消費期限等の安全性に関する表示の欠落や
誤り。

報告対象

都道府県等

厚生労働省・消費者庁

消費者

公表

報告

届出

食品等の製造者や販売者

自主回収情報を原則オンライン上で入力

（監視指導への活用）
・データ分析
・改善指導
・他の商品への拡大

の有無等の確認

（消費者への情報提供）
・速やかな情報確認
・該当品の喫食防止
・回収協力

追加情報や
変更等（都度）

追加情報や
変更等（都度）

届出から公表までの基本的な流れ

食品衛生上の危害が
発生するおそれが

ないときは届出不要

医薬・生活衛生局 食品監視安全課
〒100-8916 東京都千代田区霞が関1-2-2
中央合同庁舎第５号館
電話 03-5253-1111（代）

確認
食品衛生法 食品表示法

CLASSⅠ

喫食により重篤な健康被害又
は死亡の原因となり得る可能
性が高い場合
（腸管出血性大腸菌に汚染さ
れた生食用野菜など）

喫食により直ちに消費者の生
命又は身体に対する危害の発
生の可能性が高いもの

CLASSⅡ

喫食により重篤な健康被害又
は死亡の原因となり得る可能
性が低い場合
（一般細菌数などの成分規格
不適合の食品など）

喫食により消費者の生命又は
身体に対する危害の発生の可
能性があるものであって
CLASSⅠに分類されないもの

CLASSⅢ
喫食により健康被害の可
能性がほとんど無い場
合（添加物の使用基準違
反など）

自主回収を行った食品等を自治体でクラス分類して報告
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食品衛生申請等システムの利用方法

iPhone（Safari）の場合
ツールバーのAボタンをタップし、「デス
クトップ用Webサイトを表示」をタップす
るとPC用ページが表示されます。

① 上記URLまたはQRコードから食品衛生申請等
システムにアクセス

【食品衛生申請等システムに関するお問合わせ】
厚生労働省のホームページに記載のヘルプデスクにお問い合わせください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/index.html

■担当者基本情報
氏名、住所、連絡先等

■食品等事業者基本情報
会社名、住所、連絡先等

または

② 申請したい項目（リコール情報の届出）
を選択

① ログインIDとパスワードを入力し、ログイン
※表面に記載のURLまたはQRコードからアクセス

④ 申請（届出）
※ 届出の内容について、管轄の自治体から

問い合わせをすることがあります。

【URL】
https://ifas.mhlw.go.jp/faspte/page/login.jsp

PCでのアクセスを推奨します。
スマートフォンの場合は、右の画面が出ますので、PC画面が確認できるようにスマート
フォン用表示をデスクトップ用表示に切り替えてください。

Step 0 食品衛生申請等システムへアクセス

Step 1 食品等事業者情報登録（初回のみ）

Step 2 届出の手続き方法

③ 製造所や商品情報を入力

ＧビズIDは、１つのID・パスワードで様々な行政サービスにログインできるサービスです。
通常のアカウント作成を選択すると、他の行政サービスでは利用できませんので、G ビズIDの取得を推奨します。

ＧビズIDまたは食品等事業者のアカウントを作成し、IDとパスワードを取得します。

③ 必要情報を入力し、登録

② ＧビズIDの作成またはアカウント作成を選択

Android（Chrome）の場合
Chrome から目的のページを開き、右上にある
三本線のボタン[メニュー]ボタンをタップしま
す。「PC版サイトを見る」で切り替えます。
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いか輸入 国別通関実 和３（２０２１）４月

（１）冷凍いか（ くもん う）

数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円

韓国

中国

港

トナ

タイ

マ ーシア

フ リ ン

インド シア

カン ア

ンマー

インド

パキスタン

スリ ンカ

イ ン

オマーン

デンマー

国

フ ンス

スペイン

ロシア

リシ

アメリカ

メキシコ

パナマ

カナダ

セント ンセント

アドル

ペルー

チリ

ウル アイ

アルゼンチン

フォー ンド 島
びその付属 島

モロ コ

カナリー 島（西）

モーリタニア

ーナ

セ ル

マリア

南アフリカ 和国

オースト リア

パ アニ ー ニア

ニ ー ー ンド

合 計

   和２年４月合計 和２年１月～４月 計
国       

   和３年４月合計 和３年１月～４月 計
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いか類輸入 国別通関実 和３（２０２１）年４月

数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円

韓国

中国

トナ

タイ

フ リ ン

インド シア

スペイン

イタリア

カナダ

アメリカ

メキシコ

ロシア

ペルー

アルゼンチン

ニ ー ー ンド

合 計

和２年４月合計 和２年１月～４月 計

（２） ・ ・ 水 け

和３年４月合計 和３年１月～４月 計

国
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．いか類輸入 国別通関実 和３（２０２１）年４月

（３）調

数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円 数量ｋｇ 金 円

韓国

中国

トナ

タイ

シン ポール

マ ーシア

フ リ ン

インド シア

ンマー

インド

スリ ンカ

ルウ ー

スイス

ポルト ル

スペイン

イタリア

アメリカ

メキシコ

ペルー

チリ

アルゼンチン

オースト リア

ニ ー ー ンド

和２
１月～４月 計

和３年４月合計
和３年

１月～４月 計
国

合 計

和２年４月合計
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． 水産統計

１ 産地水産物 通統計 和３（２０２１）年３月

（１）月別上場水揚量・価格

上場
水揚量

価格
上場

水揚量
価格

上場
水揚量

価格
上場

水揚量
価格

上場
水揚量

価格

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

和 年

和２ 年

平成 年 １月

平成 年 ２月

平成 年 ３月

平成 年 ４月

平成 年 ５月

平成 年 ６月

平成 年 ７月

平成 年 ８月

平成 年 ９月

平成 年 １０月

平成 年 １１月

平成 年 １２月

計

平成 年 １月

平成 年 ２月

平成 年 ３月

平成 年 ４月

平成 年 ５月

平成 年 ６月

平成 年 ７月

平成 年 ８月

平成 年 ９月

平成 年 １０月

平成 年 １１月

平成 年 １２月

計

平成 年 １月

平成 年 ２月

平成 年 ３月

平成 年 ４月

平成 年 ５月

平成 年 ６月

平成 年 ７月

平成 年 ８月

平成 年 ９月

平成 年 １０月

平成 年 １１月

平成 年 １２月

計

平成 年 １月

平成 年 ２月

平成 年 ３月

平成 年 ４月

和 年 ５月

和 年 ６月

和 年 ７月

和 年 ８月

和 年 ９月

和 年 １０月

和 年 １１月

和 年 １２月

計

和２年 １月

和２年 ２月

和２年 ３月

和２年 ４月

和２年 ５月

和２年 ６月

和２年 ７月

和２年 ８月

和２年 ９月

和２年 １０月

和２年 １１月

和２年 １２月

計

和３年 １月

和３年 ２月

和３年 ３月

計

対前月比

対前年同月比

１ 平成２２年１月分調査より、あかいかが調査対象 目となりました。
２ 平成２２年１月分調査より、調査対象漁港数から調査対象 場数に変更
３ 平成２１年度分については調査対象 場数に変更済みです。

年   月 合計

するめいか
生

するめいか
冷・近

するめいか
冷・

あかいか
生

あかいか
冷
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水産統計

１．産地別水産物 通統計 和３（２０２１）年３月

（２） 積上場水揚量・価格

単 水揚量 トン 価格 当たり円

年 年 対前年 年 年 対前年

１月～３月 １月～３月 同期比（％） １月～３月 １月～３月 同期比（％）

するめいか（生）

（冷 近海

（冷 洋

あかいか（生）

あかいか（冷）

合 計

１ 平成２２年１月分調査より、あかいかが調査対象 目となりました。

目

積の上場水揚量 積の平均価格
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． 水産統計

１．産地別水産物 通統計 和３（２０２１ 年３月

（３）漁港別水揚量・価格（ 和３年３月）

水揚量

水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 水揚量 価格 合 計

1 函館

2 小

3 路

4 内

5 別

6

7

8

9

10 八戸

11

12 大船

13 石

14 気

15 川

16 石

17

18 小

19 大

20

21

22
（ ）

23

24

25

26 新

27
小木

（石川）

28

29

30

31 本

32

33

34 下関

35 八

36

37

38 松

39 長

40 世保

41 見

42 北

43

44

45 山川

46 島

47

―：事実のないもの　　　…：事実不詳又は調査を欠くもの　　　0：単位に満たないもの（例：0.4ｔ→0ｔ）　　　＊：訂正数値

あかいか
生

あかいか
冷

合計

漁 港

するめいか
生

するめいか
冷、近海

するめいか
冷、 洋
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